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なりの整理を行う。ここで參照するのは、酒井忠夫（1960 原刊、1972 復刻）、柳存仁 Liu 
Ts’un-yan（1984）による基本的な諸研究、楊銘・唐大潮（1995）、橫手裕(2000、2004)、
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の課題としたい。 
